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学長
1981年中央大学商学部卒業。83年同
大学大学院商学研究科博士前期課程
修了。専門は会計情報システム論。
他大学専任教員、中央大学教授、商
学部長、副学長などを経て2021年よ
り現職。大学コンソーシアム八王子会
長、日本私立大学連盟常務理事、大
学基準協会理事なども務める。

　中央大学は「實地應用ノ素ヲ養フ」という建学の精神の
もと、1885年の創立から140年にわたって白門を象徴
とする伝統と実績を築き、いつの時代にも社会を支え、未
来を拓く人材を数多く送り出してきました。2023年度に
は法学部・法学研究科を茗荷谷キャンパスに移転。多摩と
都心の「2大キャンパス体制」が始動しました。
　23年度からは法学部（茗荷谷キャンパス）、理工学部
（後楽園キャンパス）、国際情報学部（市ヶ谷田町キャンパ
ス）の都心3学部共同で、複雑化する社会課題に応えるた
めの文理横断型共同開講科目「学問最前線」がスタート。
幅広い視野や深い思考の礎となる素質を、文理問わず涵養
しています。Society5.0の時代を見据えた教育DX（デ
ジタルトランスフォーメーション）や全学横断教育プログ
ラムの開発、海外の大学・国際機関との連携などもこれま
で以上に推進。確かな未来につながる学びの実現に向けて
「さらに開かれた中央大学」を目指しています。

１
４
０
年
を
迎
え
学
部
の
新
設
・
再
編
で
学
問
領
域
を
拡
充

「
さ
ら
に
開
か
れ
た
中
央
大
学
」
と
し
て

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
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理
工
学
部
を
新
３
学
部
に
再
編

技
術
革
新
を
支
え
る
人
材
を
養
成

　

気
候
変
動
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
少
子
高
齢

化
と
い
っ
た
複
雑
な
社
会
課
題
が
顕
在
化

す
る
な
か
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
技
術
革
新
が
進
み
、
新

た
な
価
値
を
創
造
し
て
技
術
革
新
を
起
こ

す
こ
と
の
で
き
る
、
よ
り
高
度
な
能
力
を

持
つ
人
材
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
急
速
な
変
化
に
対
応
す
べ
く
、

中
央
大
学
の
理
工
学
部
は
２
０
２
６
年
４

月
に
発
展
的
な
再
編
を
行
い
ま
す
。
新
た

に
「
基
幹
理
工
学
部
」「
社
会
理
工
学
部
」

「
先
進
理
工
学
部
」
の
３
学
部
体
制
で
社

会
課
題
へ
積
極
的
に
向
き
合
い
、
自
身
で

解
決
策
を
見
出
せ
る
人
材
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

　
３
学
部
に
共
通
す
る
学
び
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
る
の
が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン

ド
」「
言
語
ス
キ
ル
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」「
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
」
で
す
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
基

幹
理
工
学
部
は
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
」「
基

礎
分
野
の
複
眼
的
理
解
」、
社
会
理
工
学

部
は
「
文
理
融
合
の
複
眼
的
思
考
」「
理

析
力
」
を
養
い
ま
す
。
社
会
経
済
学
科
で

は
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
経
済
学
に
加
え
、
マ

ル
ク
ス
経
済
学
、
歴
史
、
制
度
、
経
営
・

会
計
、
統
計
ま
で
を
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
で
、

「
貧
困
」「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

「
地
域
格
差
」
な
ど
多
様
な
立
場
が
絡
む

諸
問
題
に
対
す
る
最
適
解
を
見
出
す
「
実

践
力
」
を
育
み
ま
す
。

　

専
門
的
知
見
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
冷
静

な
思
考
力
」
と
、
人
々
に
寄
り
添
う
「
温

か
い
心
」
に
、「
国
際
的
な
視
野
」
を
兼

ね
備
え
た
人
材
育
成
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

追
求
。
次
世
代
を
拓
く
「
行
動
す
る
知

性
。」
に
よ
っ
て
、
未
来
社
会
の
各
方
面

で
真
価
を
発
揮
で
き
る
経
済
人
の
養
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

工
系
の
理
論
と
技
法
」、
先
進
理

工
学
部
は
「
先
端
科
学
理
論
・
技

術
」「
実
践
的
応
用
力
・
ス
キ
ル
」

を
そ
れ
ぞ
れ
重
視
。
各
学
部
が
養

成
す
る
人
材
像
を
明
確
に
示
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
性
を
発

揮
す
る
こ
と
で
、
多
様
で
複
雑
な

諸
問
題
に
対
す
る
解
決
策
を
提

案
・
実
行
す
る
た
め
の
力
を
育
み

ま
す
。

　

25
年
４
月
に
は
、
３
学
部
の
拠

点
と
な
る
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
に

新
１
号
館
が
完
成
。
最
先
端
の
多

種
多
様
な
設
備
が
備
わ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
実
験
や
研
究
へ
柔
軟
に
対
応
で
き

る
ほ
か
、
分
野
を
越
え
た
交
流
拠
点
と
し

て
の
活
用
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
は
２
学
科
体
制
へ
※

体
系
的
な
学
修
機
会
を
強
化

　

27
年
４
月
に
は
経
済
学
部
が
、
現
在
の

４
学
科
（
経
済
、
経
済
情
報
シ
ス
テ
ム
、

国
際
経
済
、
公
共
・
環
境
経
済
）
か
ら

「
経
済
学
科
（
仮
称
）」「
社
会
経
済
学
科

（
仮
称
）」
の
２
学
科
へ
と
再
編
を
予
定
。

複
雑
化
・
多
様
化
が
進
む
現
代
社
会
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
経
済
学
お
よ
び
関

連
分
野
の
体
系
的
か
つ
重
点
的
な
学
修
機

会
を
強
化
す
る
こ
と
で
教
育
体
制
の
「
深

化
」
と
「
進
化
」
を
図
り
ま
す
。

　

新
た
な
経
済
学
科
で
は
、
ミ
ク
ロ
経
済

学
・
マ
ク
ロ
経
済
学
を
ベ
ー
ス
に
理
論
を

深
く
学
修
。「
企
業
」「
産
業
」「
国
際
」「
環

境
」
と
い
っ
た
広
範
囲
の
問
題
に
対
し
、

理
論
と
デ
ー
タ
を
駆
使
し
な
が
ら
本
質
を

見
抜
き
、
政
策
提
言
を
行
う
た
め
の
「
分

法と正義の資料館・
大学史資料館

法と正義の資料館
The Museum of Law and Justice

2024年４月、中央大学初となる資料館が２館
同時にオープンしました。多摩キャンパス「炎
の塔」２階の中央大学の歴史資料館では、２つ
の常設展示室、 
２つの企画展示
室、合計４つの展
示室で展示をご覧
いただけます。

基本的人権の擁護や正義の実現のために歴史上
枢要な役割を果たした法曹その他の偉人の業績
を広く顕彰することにより、教育にも資するこ
とを目的とした資料館です。

法と正義、基本的人権の理念について歴史的・理論的に検討す
る展示

大学史資料館
The Museum of Chuo University History
英吉利法律学校に始まる中央大学の歴史や本学
関係者の事蹟を通じて本学のアイデンティティ
を明らかにするための資料館です。

駿河台校舎教室再現　大時計

入場料：無料
開館時間10：00-17：00
　　　  （入館は16：30まで）
休館日：日曜・祝日
※ご来館の際は、資料館Web
　サイトから最新の開館スケ
　ジュールをご確認ください 詳細はこちら

27
年
に
新
２
学
部
を
開
設
※

ス
ポ
ー
ツ
へ
デ
ー
タ
を
活
用

　

27
年
４
月
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
情
報
学
部

（
仮
称
）」
と
「
情
報
農
学
部
（
仮
称
）」

の
新
設
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
学
問
領
域

の
さ
ら
な
る
拡
充
と
文
理
融
合
型
教
育
の

展
開
が
進
み
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
情
報
学
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で

Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
学
び
課
題

解
決
力
や
複
合
的
思
考
力
を
身
に
つ
け
る

文
理
横
断
・
融
合
教
育
が
特
徴
で
す
。

「
ア
ス
リ
ー
ト
」「
ス
ポ
ー
ツ
競
技
」「
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
」

と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
関
連
領
域
の
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
本
質
的
な

課
題
を
見
抜
い
た
上
で
、
課
題
解
決
の
た

め
の
的
確
な
プ
ラ
ン
を
策
定
・
実
現
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

学
部
２
年
生
ま
で
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
汎
用
的
能
力
を
身
に

付
け
た
後
、
３
年
次
以
降
は
そ
れ
ら
を
基

盤
に
専
門
領
域
の
学
修
へ
と
移
行
。
ア
プ

リ
開
発
や
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
な
ど
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ｘ
の
実
現
を
目
指
す
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」、
ス
ポ
ー
ツ
ビ

ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
企
業
・
市
場
の
発
展
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
「
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」、
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
を
図
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ

ス
コ
ー
ス
」
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
学

び
ま
す
。

　

実
際
の
ス
ポ
ー
ツ
現
場
と
連
携
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
の
「
経
験
学
習
」
も

重
視
。
社
会
全
般
の
課
題
解
決
を
支
え
る

実
践
力
も
同
時
に
養
う
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

て
ま
す
。

農
業
×
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る

新
た
な
農
学
教
育
を
展
開
※

　

同
じ
く
27
年
度
に
新
設
さ
れ
る
情
報
農

学
部
（
仮
称
）
は
、「
食
」「
農
」「
環
境
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
農
業
×
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
に
よ
る
新
た
な
農
学
教
育
を
展
開
。

経
済
発
展
と
環
境
保
全
の
両
立
に
向
け
て
、

最
先
端
の
技
術
で
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
人

材
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

食
や
環
境
と
密
接
に
結
び
つ
く
農
業
は
、

日
本
国
内
に
留
ま
ら
な
い
地
球
規
模
の
国

際
的
な
問
題
で
す
。
そ
の
解
決
に
は
地
域

特
性
の
理
解
に
加
え
、
法
的
な
政
策
立
案

や
解
決
の
視
点
を
持
ち
、
従
来
の
慣
行
や

風
習
と
は
異
な
る
新
た
な
価
値
に
挑
戦
す

る
精
神
が
重
要
で
す
。
情
報
農
学
部
で
は

こ
う
し
た
精
神
を
、
よ
り
広
い
意
味
で
の

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
定
義
。

「
食
」「
農
」「
環
境
」
を
取
り
巻
く
法
的
、

国
際
的
問
題
に
挑
戦
す
る
素
養
を
醸
成
す

る
た
め
の
文
理
横
断
・
融
合
教
育
を
展
開

し
ま
す
。

　

農
業
現
場
か
ら
気
づ
き
を
得
る
「
早
期

体
験
学
習
（
ア
ー
リ
ー
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
）」
の
ほ
か
、
理
系
分
野
、
特
に

理
系
女
性
人
材
の
た
め
の
早
期
キ
ャ
リ
ア

科
目
を
必
修
化
す
る
な
ど
、
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
重
視
し
た
教
育
を
展
開
。
意
欲

や
実
践
力
を
涵
養
す
る
こ
と
で
、
３
年
次

以
降
の
「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
」「
フ
ー
ド
サ

イ
エ
ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
環
境
シ

ス
テ
ム
」
と
い
う
３
コ
ー
ス
で
の
専
門
応

用
学
修
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

新
２
学
部
の
開
設
に
よ
り
27
年
度
以
降

の
中
央
大
学
は
、
12
学
部
、
大
学
院
８
研

究
科
、
専
門
職
大
学
院
２
研
究
科
、
４
附

属
高
等
学
校
、
２
附
属
中
学
校
、
９
研
究

所
を
擁
す
る
総
合
大
学
・
総
合
学
園
へ
と

進
化
。
地
域
や
社
会
と
の
交
流
を
積
極
的

に
推
進
し
な
が
ら
、「
さ
ら
に
開
か
れ
た

中
央
大
学
」
と
し
て
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

※�

掲
載
内
容
は
設
置
構
想
中
の
予
定
で
あ
り
、

変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　受験生ナビ

後楽園キャンパス 新１号館

多摩キャンパス

茗荷谷キャンパス

市ヶ谷田町キャンパス

経済学部
学科再編
特設サイト

新２学部に関する
プレスリリースは

こちら

中央大学

081 卓越する大学 中央大学 080


